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ブラジルの⾦融市場動向
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ブラジル・レアルは、対円、対米ドルともに
⼩幅に下落しました。また、2年国債⾦利は⼩
幅に上昇しました。

ブラジル国内でのニュースが少ない中、ブラ
ジル⾦融市場は⼩動きの展開となりました。米
中通商交渉に関しては、米国下院にて香港人権
法案が可決、トランプ米⼤統領が署名するとの
⾒通しを受けて、米中通商交渉への悪影響が懸
念され、ややリスク回避の動きが強まりました。

⼀方、ロベルト・カンポス・ネト中央銀⾏総
裁は足元のブラジル・レアル安は企業の財務活
動によるもので、インフレ期待に悪影響を与え
るものではないとの認識を示しました。

経済指標に関しては、11月のIPCA-15インフ
レ率が発表され、市場予想を下回る内容となり、
引き続きブラジルのインフレ率が低位で安定し
ていることが示されました。

先週の回顧

今週は各種インフレ率や基礎的財政収⽀など
の経済指標の発表が予定されています。

中央銀⾏総裁が足元のブラジル・レアル安に
よるインフレ期待の上昇を否定したことで、12
月には予定通り政策⾦利の引き下げが⾏われる
と考えられます。市場では2020年にも追加で利
下げが⾏われると予想されていますが、足元の
ブラジル・レアル安を踏まえ、今後はどこまで
中央銀⾏に利下げ余地があるのかを探る展開に
なりそうです。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

ブラジル ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

ブラジル・レアル 為替推移
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